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平成24年3月号
乗って安心

個人タクシ
ー

社団法人

東 京 都 個 人
タ ク シ ー 協 会

会 報

　

出
場
者
は
順
に
名
前
を
呼
ば
れ
、
一
人
ず
つ
30
秒

の
自
己
P
R
の
後
、
乗
客
を
迎
え
て
、
目
的
地
ま
で

向
か
う
4
分
30
秒
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。
審
査
で
は
、
大
き
な
荷
物
を
持
っ
た
お
客
様

が
空
港
や
駅
か
ら
ホ
テ
ル
、
病
院
へ
向
か
う
…
…
と

い
っ
た
設
定
。
身
だ
し
な
み
、
乗
車
時
の
挨
拶
、
荷

物
の
預
か
り
、
行
き
先
の
復
唱
、
コ
ー
ス
の
確
認
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
お
願
い
、
喫
煙
の
お
断
り
、

マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
の
分
か
り
や
す
い
説
明
、
料
金
収

受
、
降
車
時
の
挨
拶
と
い
っ
た
接
客
の
様
々
な
場
面

に
審
査
員
の
目
が
光
り
ま
し
た
。

　

三
越
伊
勢
丹
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
の
渡
邉
弘
子
さ
ん
か
ら
、「
気
配
り
に
進
化
の
あ

と
が
見
え
ま
し
た
。
敬
語
の
精
度
を
高
め
、
お
客

様
に
“
お
乗
り
い
た
だ
く
”
気
持
ち
を
ず
っ
と
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
代
表
の
事
業
者
の
声

今
日
は
70
点
。
本
選
ま
で
に
磨
き
を

江
連　

誠
さ
ん
（
都
営
協
・
城
北
支
部
）

　

今
日
の
出
来
は
70
点
で
す
。
3
月
の
本
選
会
ま

で
に
力
を
入
れ
た
い
の
は
敬
語
の
使
い
方
。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
渡
邉
さ
ん
の
指
摘
は
す
べ
て
が

自
分
に
当
て
は
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
お
客
様
を

車
内
に
ご
案
内
す
る
わ
ず
か
の
時
間
で
個
人
タ
ク

シ
ー
の
印
象
は
決

ま
っ
て
し
ま
う
。

挨
拶
の
大
切
さ
、

言
葉
遣
い
の
重
要

性
、
い
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

快
適
に
お
乗
り
い
た
だ
く
た
め
に

白
田 

浩
二
さ
ん
（
東
個
協
・
大
田
第
一
支
部
）

　

代
表
に
選
ば
れ
た
の
は
、何
度
も
乗
客
役
を
買
っ

て
出
て
く
れ
た
妻
と
の
練
習
の
お
か
げ
で
す
。
練

習
の
度
に
指
摘
を
受
け
て
修
正
を
重
ね
た
の
で
す

が
、
壇
上
で
は
い
つ
も
の
自
分

で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

…
…
。
お
客
様
を
車
内
に
ご
案

内
し
た
あ
と
の
次
の
言
葉
や
会

話
が
、
自
分
ら
し
く
出
る
よ
う

に
さ
ら
に
練
習
を
重
ね
な
く
て

は
と
思
い
ま
し
た
。

「安全確実に、明るい接客
を心掛けている」と自己Ｐ
Ｒした江連さん白田さんはお客様の動きに気を配っ

た車内への案内が印象的でした

接
客
マ
ナ
ー
・
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト

都内個人タクシー現況（平成24年2月1日現在） 
許可事業者数　16,281名（前月比-56名）    

（特別区、武三15,809名　北多摩182名　南多摩290名）
傘下事業者数　16,063名（前月比-56名） 

（特別区、武三15,593名　北多摩182名　南多摩288名）

譲
渡
譲
受
試
験
回
数
原
則
年
１
回
に

地
理
試
験
免
除
は
年
２
回

　

譲
渡
譲
受
に
係
る
試
験
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
は
年
３
回
地
理
試
験
と
法
令
試
験
が
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
今
般
、
業
務
の
効

率
化
を
図
る
観
点
か
ら
見
直
し
が
行
わ
れ
、

地
理
試
験
の
実
施
回
数
が
左
記
の
と
お
り
年

１
回
、
申
請
の
受
付
は
通
年
に
改
正
さ
れ
、

本
年
４
月
以
降
の
申
請
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
数
の
減
少
を
最
小

限
に
お
さ
え
る
た
め
、
計
画
的
な
申
請
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
試
験
の
実
施
時
期

○
地
理
試
験
あ
り
の
場
合

◦
申
請　

前
年
の
10
月
〜
９
月

　

試
験　

11
月

○
地
理
試
験
免
除
の
場
合

◦
申
請　

前
年
の
10
月
〜
３
月

　

試
験　

５
月

　

◦
申
請　

４
月
〜
９
月

　

試
験　

11
月

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
に
お
け
る
地
理
試
験

免
除
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
４
月
〜
５
月
の

申
請
に
つ
い
て
７
月
に
試
験
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

な
お
、
多
摩
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
理
試

験
免
除
で
あ
っ
て
も
地
理
試
験
あ
り
と
同
時

期
で
年
１
回
の
試
験
と
な
り
ま
す
。

■
試
験
回
数

　

１
回
の
申
請
に
つ
い
て
、
１
回
（
再
試
験

な
し
）
と
し
、
不
合
格
者
は
却
下

“
進
化
”
を
重
ね
る
日
頃
の
努
力
に
高
い
評
価

2
月
22
日
（
水
）
午
後
1
時
よ
り
、
日
個
連
会
館
に
お
い
て
㈳
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
主
催
の
「
接
客
マ

ナ
ー
・
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
（
準
本
選
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
団
体
の
予
選
会
で
選
ば
れ
た
19
名
の
事

業
者
が
参
加
し
、
こ
の
中
か
ら
12
名
が
3
月
27
日
開
催
の
関
東
支
部
本
選
会
の
東
京
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。



「
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
感
謝
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」当
選
者
発
表

ご
協
力
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

東
北
３
県
の
有
名
温
泉
旅
館
ペ
ア
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
る
「
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
感
謝
の
日

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
昨
年
の
12
月
1
日
（
木
）
か
ら
21
日
（
水
）
に
行
わ
れ
、
１
万
２
６
２
２

通
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
抽
選
の

結
果
、
利
用
者
７
１
５
名
、
事
業
者
４
１
５
名
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。「
マ
ス
タ
ー
賞
」

に
当
選
し
た
方
々
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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■
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

★
マ
ス
タ
ー
賞
　

―
お
客
様
―

○
東
北
3
県
有
名
旅
館
宿
泊
ペ
ア
プ
ラ
ン

◦
降
矢
博
子
様	

（
足
立
区
）

◦
田
中　

薫
様	

（
松
戸
市
）

◦
岩
佐
健
一
様	

（
中
央
区
）

◦
福
島 
隆
様	

（
市
川
市
）

◦
内
桶
道
子
様	

（
笠
間
市
）

◦
川
辺
信
一
様	
（
東
村
山
市
）

◦
島
瀬
伊
泉
様	
（
中
野
区
）

◦
塩
見
政
幸
様	

（
世
田
谷
区
）

◦
金
谷
か
お
り
様	

（
世
田
谷
区
）

◦
安
藤　

博
様	

（
荒
川
区
）

◦
小
野
克
城
様	

（
国
立
市
）

◦
白
井
由
成
様	

（
横
浜
市
）

―
事
業
者
―

○
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
パ
ス
ポ
ー
ト

　
（
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
）

◦
木
村
孝
行
さ
ん	

（
東
個
協
・
足
立
第
一
支
部
）

◦
吉
川
武
男
さ
ん	

（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
支
部
）

◦
川
井
正
之
さ
ん	

（
東
個
協
・
北
支
部
）

◦
五
十
嵐
孝
二
さ
ん	（
東
個
協
・
北
支
部
）

◦
小
原
秋
雄
さ
ん	

（
東
個
協
・
新
宿
支
部
）

◦
布
谷
春
樹
さ
ん	

（
東
個
協
・
杉
並
支
部
）

◦
吉
岡　

勲
さ
ん	

（
東
個
協
・
練
馬
支
部
）

◦
田
中
喜
隆
さ
ん	

（
東
個
協
・
文
京
第
二
支
部
）

◦
土
田
洋
子
さ
ん	

（
東
個
協
・
墨
東
支
部
）

◦
堀　

洋
三
さ
ん	

（
東
個
協
・
北
多
摩
支
部
）

◦
新
飯
田　

勝
さ
ん	（
都
営
協
・
事
業
団
支
部
）

◦
相
島
淳
一
さ
ん	

（
都
営
協
・
板
橋
支
部
）

お
客
様
の
声

「
個
人
は
安
心
」
が
父
の
口
癖
で
す

田
中
　
薫
さ
ん　

　

母
に
付
き
添
っ
て
病
院
に
行
く
時
は
個
人
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。「
個
人
は
安
心
し

て
乗
れ
る
」
と
い
う
の
が
父
の
口
癖
。
い
つ
も

聞
い
て
い
た
の
で
、
今
で
は
私
も
個
人
タ
ク
シ
ー

を
選
ん
で
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
応
募
し

た
も
の
の
、
ま
さ
か
最
高
の
賞
品
が
当
た
る
と

は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

運
転
手
さ
ん
に
自
慢
し
た
い
！

安
藤
　
博
さ
ん　
　

　

マ
ス
タ
ー
賞
に
当
選
す
る
ま
で
は
、
個
人
タ

ク
シ
ー
を
特
別
気
に
か
け
て
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
賞
品
が
届
い
て
か
ら
は
、
街
の
個
人

タ
ク
シ
ー
に
自
然
と
目
が
行
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
頻
繁
に
利
用
す
る
ほ
う
で
は
な
い
の
で

す
が
、
出
来
る
だ
け
個
人
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
し

「
マ
ス
タ
ー
賞
に
当
た
っ
た
ん
で
す
よ
」
っ
て
運

転
手
さ
ん
に
自
慢
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
事
業
者
の
声

孫
と
子
ど
も
夫
婦
に
贈
り
ま
す
　

東
個
協
杉
並
支
部
　
布
谷 

春
樹
さ
ん

　

お
客
様
に
領
収
書
を
お
渡
し
す
る
た
び
に
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
賞
品
を
ご
案
内
し
な
が
ら「
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
た
甲
斐
が
あ

り
ま
し
た
。
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
は
、
私
た
ち
が

日
頃
か
ら
安
全
・
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
で
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
賞
に
は
縁
が
な
い
の
で
驚
き
ま
し

た
。
孫
と
子
ど
も
夫
婦
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
思
い
ま
す
。

出
さ
な
い
と
当
た
り
ま
せ
ん
よ
　

都
営
協
事
業
団
支
部
　
新
飯
田 

勝
さ
ん

　

私
鉄
駅
周
辺
で
17
年
近
く
営
業
し
て
い
ま
す
。

「
お
願
い
し
ま
す
」
と
乗
車
さ
れ
た
お
客
様
の
お

顔
を
み
れ
ば
行
き
先
が
分
か
る
ほ
ど
、
た
く
さ

ん
の
お
客
様
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
常
連
の
方
や
、
初
め
て
の
方
に
も
「
出
さ
な

い
と
当
た
り
ま
せ
ん
よ
！
」
と
案
内
し
ま
し
た
。

当
た
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
楽
し
そ
う
に
話
す

お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
当
選
さ
れ

た
方
に
お
会
い
し
た
い
も
の
で
す
。

　

東
京
の
個
人
タ
ク
シ
ー
は
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
の
事

業
者
が
特
定
事
業
計
画
の
認
定
申
請
を
行
い
、
そ
の

実
施
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

個
人
タ
ク
シ
ー
制
度
を
厳
し
く
運
用
す
る
動
き
が

顕
著
に
な
っ
て
い
る
中
、
社
会
か
ら
支
持
を
得
て
、

生
き
残
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
特
定
事
業
計

画
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
3
月
31
日
時
点
の
各

事
業
者
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
後
日
、
調
査
を
行

い
、
関
東
運
輸
局
長
宛
に
報
告
を
行
い
ま
す
。
個
人

タ
ク
シ
ー
全
事
業
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

計
画
し
た
項
目
は
全
員
が
必
ず
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
特
定
事
業
計
画
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
】

1
．
□
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
へ
の
参
加

2
．
□
デ
ビ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
器
の
導
入

3
．
□
メ
ー
タ
ー
連
動
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
導
入

4
．
□
カ
ー
ナ
ビ
の
導
入

5
．
□
映
像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
導
入

6
．
□
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
Ｅ
Ｖ
車
等
低
公
害
車
の
導
入

7
．
□
防
犯
カ
メ
ラ
の
導
入

8
．
□
防
犯
仕
切
板
の
導
入

9
．
□
部
品
や
燃
料
な
ど
の
共
同
購
入
に
よ
る
経
費
の

圧
縮

10
．
□
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
教
育
・
研
修
の
充
実

（
期
限
更
新
時
接
客
研
修
の
受
講
）

11
．
□
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
教
育
・
研
修
の
充
実

（
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
行
）

12
．
□
短
距
離
客
歓
迎
の
利
用
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
（
ス
テ
ッ

カ
ー
貼
付
等
の
実
行
）

13
．
□
安
全
運
転
講
習
会
の
受
講
（
所
属
団
体
で
実
施

す
る
講
習
会
へ
の
参
加
）

14
．
□
交
通
事
故
ゼ
ロ
運
動
等
へ
の
参
加
（
所
属
団
体

で
実
施
す
る
無
事
故
運
動
へ
の
参
加
）

全
事
業
者
が
積
極
的
に

「
特
定
事
業
計
画
」の
実
施
を
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﹁
譲
渡
譲
受
認
可
書
交
付
式
﹂

決
意
と
自
覚
を
胸
に
１
０
２
名
の
事
業
者
が
誕
生

２
月
17
日
（
金
）
午
後
3
時
よ
り
、
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
で
、
関
東
運
輸
局
主
催

に
よ
る
「
個
人
タ
ク
シ
ー
譲
渡
譲
受
認
可
書
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
東
京
で
は
新
た
に
１
０
２
名

の
事
業
者
（
特
別
武
三
99
名
・
北
多
摩
1
名
・
南
多
摩
2
名
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
東
京
運
輸
支

局
鈴
木
次
長
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
、
認
可
者
の
決
意
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

無
事
故
の
営
業
と
健
康
を

関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支
局　

鈴
木
真
造
次
長

　　

厳
格
な
要
件
を
満
た
し
て
認
可
を
受
け
、
個

人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
し
て
の
自
信
と
誇
り
を

深
め
た
皆
様
、「
健
康
、
車
両
・
運
行
、
売
上
、

税
申
告
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
自
己
管
理
を
大

切
に
し
て
日
々
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
。
タ
ク
シ
ー
は
地
域
の
公
共
交
通
機
関
で
す
。

法
令
順
守
と
輸
送
の
安
全
確
保
に
気
を
配
り
、

お
客
様
に
喜
ば
れ
る
接
客
マ
ナ
ー
で
臨
ん
で
く

だ
さ
い
。
自
己
研
鑽
を
重
ね
て
無
事
故
無
違
反
、

地
理
に
も
精
通
す
る
存
在
と
し
て
業
界
の
模
範

と
な
り
、
貢
献
に
つ
な
が
る
活
躍
を
お
祈
り
し

ま
す
。

認
可
者
の
喜
び
の
声

こ
の
先
₁₀
年
、
お
客
様
の
た
め
に

廣
川
正
彦
さ
ん︵
₆₅
歳
／
都
営
協
・
第
一
事
業
団
協
組
︶

　

タ
ク
シ
ー
業
界
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
逆

風
の
中
で
、
一
念
発
起
し
て

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
目
指
し
た
の
は
、
長

く
法
人
で
無
事
故
無
違
反
を
続
け
て
き
た
自
分

な
ら
ま
だ
ま
だ
や
っ
て
い
け
る
、
と
言
い
聞
か

せ
た
面
も
あ
り
ま
す
。
4
カ
月
間
、
地
理
の
試

験
の
た
め
に
集
中
し
て
勉
強
し
た
甲
斐
が
あ
り

ま
し
た
。
認
可
書
を
事
業
者
代
表
と
し
て
受
け

取
っ
て
、
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。
75
歳
ま
で
一
人
で
も
多
く
の
お
客
様
を
安

全
に
お
乗
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
者
を
目
指
す
人
の
目
標
に

佐
藤
光
司
さ
ん
︵
₄1
歳
／
東
個
協
・
杉
並
支
部
︶

　

自
分
の
名
前
が
書
か
れ
た

認
可
書
を
受
け
取
り
、
気
持

ち
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
い
た
時
か
ら
個
人
タ
ク

シ
ー
を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た
。「
や
っ
て
み

れ
ば
？
」
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
先
輩
、
応

援
を
し
て
く
れ
た
仲
間
、
妻
と
子
ど
も
に
報
告

し
ま
す
。
街
で
お
客
様
を
迎
え
る
準
備
を
万
全

に
し
、
こ
れ
か
ら
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
目

指
す
人
の
目
標
に
な
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
に
取

り
組
み
ま
す
。

常に法令や規則を守って欲しいと鈴木
次長から挨拶がありました

　

東
京
の
個
人
タ
ク
シ
ー
は
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
の
事

業
者
が
特
定
事
業
計
画
の
認
定
申
請
を
行
い
、
そ
の

実
施
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

個
人
タ
ク
シ
ー
制
度
を
厳
し
く
運
用
す
る
動
き
が

顕
著
に
な
っ
て
い
る
中
、
社
会
か
ら
支
持
を
得
て
、

生
き
残
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
特
定
事
業
計

画
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
3
月
31
日
時
点
の
各

事
業
者
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
後
日
、
調
査
を
行

い
、
関
東
運
輸
局
長
宛
に
報
告
を
行
い
ま
す
。
個
人

タ
ク
シ
ー
全
事
業
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

計
画
し
た
項
目
は
全
員
が
必
ず
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
特
定
事
業
計
画
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
】

1
．
□
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
へ
の
参
加

2
．
□
デ
ビ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
器
の
導
入

3
．
□
メ
ー
タ
ー
連
動
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
導
入

4
．
□
カ
ー
ナ
ビ
の
導
入

5
．
□
映
像
記
録
型
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
導
入

6
．
□
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、
Ｅ
Ｖ
車
等
低
公
害
車
の
導
入

7
．
□
防
犯
カ
メ
ラ
の
導
入

8
．
□
防
犯
仕
切
板
の
導
入

9
．
□
部
品
や
燃
料
な
ど
の
共
同
購
入
に
よ
る
経
費
の

圧
縮

10
．
□
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
教
育
・
研
修
の
充
実

（
期
限
更
新
時
接
客
研
修
の
受
講
）

11
．
□
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
教
育
・
研
修
の
充
実

（
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
行
）

12
．
□
短
距
離
客
歓
迎
の
利
用
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
（
ス
テ
ッ

カ
ー
貼
付
等
の
実
行
）

13
．
□
安
全
運
転
講
習
会
の
受
講
（
所
属
団
体
で
実
施

す
る
講
習
会
へ
の
参
加
）

14
．
□
交
通
事
故
ゼ
ロ
運
動
等
へ
の
参
加
（
所
属
団
体

で
実
施
す
る
無
事
故
運
動
へ
の
参
加
）

感
謝
の
手
紙

東
個
協
目
黒
第
一
支
部
の

三
枝
純
二
さ
ん
へ
の
感
謝
の
言
葉

　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
年
老
い
た
母
が
一
人
で
個
人
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
、
自
宅
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と

先
程
の
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
が
、
車

内
に
忘
れ
た
財
布
を
家
ま
で
届
け

て
く
れ
ま
し
た
。
母
は
財
布
を
忘

れ
た
こ
と
に
も
気
づ
い
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
場
で
「
お
礼
が

し
た
い
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、「
結
構
で
す
」
と
お
礼
を
受

け
取
ら
ず
帰
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
母
は
毎
日
の
よ
う
に
「
直
接

お
礼
が
し
た
い
」
と
申
し
て
お
り
、

お
礼
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　      

　　

個
人
タ
ク
シ
ー
を
選
ぶ
お
客
様

が
増
え
る
よ
う
に
、
親
切
丁
寧
な

対
応
を
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

氏
名 

所
属
団
体 

享
年   

病
名

倉
科
眞
郎 

（
東
個
協
・
大
田
第
二
） 

64
歳 

胆
管
癌

竹
内
幸
治 

（
東
個
協
・
北
） 

71
歳 

心
不
全

内
藤
照
彦 

（
東
個
協
・
杉
並
） 

65
歳 

ア
ル
コ
ー
ル
性
関
連
障
害

菅
野
慶
治 

（
東
個
協
・
杉
並
第
二
） 

68
歳 

心
不
全

石
橋
由
昭 

（
都
営
協
・
足
立
） 

76
歳 

心
不
全

長
井
伸
二 

（
都
営
協
・
浮
間
） 

61
歳 

肺
癌

田
口
栄
三
郎 

（
都
営
協
・
小
岩
） 

77
歳 

肺
炎

小
美
野
寛
治 

（
都
営
協
・
四
○
） 

76
歳 

不
明

宮
内
康
行 

（
都
営
協
・
東
京
相
互
） 

67
歳 

心
不
全

　

訃
報　
　

＊
1
月

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

■行政処分状況
処分日 氏名 処分内容（車両停止） 違反条項 違反概要 点数

1月24日 荒井正治 40日車 特措法第43条第2項 乗禁地区営業 4点

1月24日 佐藤正一 40日車 特措法第43条第2項 乗禁地区営業 4点

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程） （件）

発生月 警告事案 講習事案 処分事案 合計

平成23年10月 30 13 4 47 

平成23年11月 17 3 1 21 

平成23年12月 60 7 10 77 

■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程） 平成24年1月報告分

※平成23年10月以降発生の処分事案について、今後報告いたします
※処分事実は東個協・都営協に処分を要請し、平成24年1月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です

会員 団体名 氏名 発生日 対象行為 発生場所 加重 処分内容

都営協 東支部 Ｈ・Ｈ 平成23年10月11日 待機禁止無視 新橋駅銀座口
バス停手前

34日間表示灯使用停止
34日間換金停止

都営協 江戸川協組 Ｉ・Ｔ 平成23年10月13日 待機禁止無視 新橋駅銀座口
パチンコ店前

34日間表示灯使用停止
34日間換金停止

都営協 板橋支部 Ｉ・Ｈ 平成23年12月5日 乗り場無視 難波橋上 加重 100日間表示灯使用停止
100日間換金停止



■携帯メールによる情報伝達システムにメールアドレスを登録するには toroku@tokokyo.jp へ空メールを送信してください。
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平成24年12月１日更新者の事業者研修会日程表
■場所　メルパルクホール　■開催時間　12時45分より15時20分まで
■アクセス　ＪＲ「浜松町駅」北口、南口から徒歩8分、都営地下鉄三田線「芝公園駅」Ａ3出口から徒歩2分 
　都営地下鉄浅草線・大江戸線「大門駅」Ａ3・A6出口から徒歩4分　※お越しの際は、交通機関のご利用をお願いします

開催日 団体名　

品川第一支部
(44名)

品川第二支部
(38名)

品川第三支部
(31名)

渋谷支部
(49名)

新宿支部
(68名)

杉並支部
(69名)

世田谷第一支部
(59名)

世田谷第二支部
(32名)

世田谷第三支部
(42名)

台東支部
(23名)

都心支部
(26名)

中野支部
(35名)

練馬支部
(143名)

野方支部
(41名)

墨田支部
(85名)

双和支部
(37名)

朋友支部
(18名)

千住協組
(27名)

東京新足立協組
(21名)

東陽支部
(28名)

浮間支部
(4名)

亀戸支部
(15名)

東支部
(60名)

友和支部
(34名)

小岩支部
(30名)

板橋支部
(74名)

四〇支部
(32名)

都民同盟支部
(16名)

東京西北支部
(25名)

自交総連支部
(25名)

豊玉支部
(11名)

新東京協組
(33名)

新運転協会
(16名)

文京第一支部
(40名)

文京第二支部
(45名)

武三支部
(70名)

目黒第一支部
(38名)

目黒第二支部
(26名)

墨東支部
(71名)

杉並第二支部
(61名)

練馬第二支部
(37名)

城南支部
(59名)

新東京支部
(121名)

南多摩支部
(24名)

北多摩支部
(20名)

足立支部
(71名)

城北支部
(100名)

交友支部
(26名)

新中野支部
(51名)

江東支部
(35名)

石神井支部
(41名)

第一多摩協組
(3名)

町田協会
(3名)

全東京協組
(42名)

第一事業団協組
(130名)

東京相互協会
(28名)

東京旅客協会
(40名)

東京都民主協組
(18名)

江戸川協組
(63名)

東優協会
(5名)

全個人協議会
(21名)

足立第一支部
(91名)

足立第二支部
(118名)

荒川支部
(60名)

板橋第一支部
(108名)

江戸川第一支部
(87名)

大田第一支部
(73名)

大田第二支部
(18名)

葛飾第一支部
(95名)

葛飾第二支部
(112名)

北支部
(109名)

北第二支部
(53名)

豊島支部
(68名)

東部協組
(40名)

東京北支部
(19名)

葛飾支部
(28名)

さくら協組
(28名)

事業団支部
(129名)

新興協組
(24名)

東日本協組
(35名)

合計　3,875名

平
成
24
年
５
月
10
日
（
木
）

５
月
22
日
（
火
）

６
月
５
日
（
火
）

日
個
連
東
京
都
営
業
協
同
組
合 

小
岩
支
部

　

小
岩
支
部
は
来
年
、
創
立
30
周
年
。
そ
の
間
、
組
織

の
再
編
と
も
縁
が
な
か
っ
た
た
め
、
支
部
員
の
多
く
は

長
年
の
顔
馴
染
み
で
す
。
１
３
８
人
の
う
ち
約
半
数
が

65
歳
を
超
え
た
今
、
ス
ム
ー
ズ
な
譲
渡
譲
受
の
た
め
に

も
…
と
い
う
こ
と
で
、
65
歳
以
上
の
支
部
員
が
参
加
す

る
「
交
遊
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
2
カ
月
に
１
回

の
会
合
に
は
Ｏ
Ｂ
も
招
待
。「
い
ず
れ
、
退
職
者
が
集

ま
っ
て
一
緒
に
活
動
す
る
Ｏ
Ｂ
会
を
作
り
た
い
で
す

ね
」
と
横
尾
支
部
長
。

　

ま
だ
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
に
多
少
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
あ

る
も
の
の
、
昨
年
末
に
達
成
し
た
マ
ス
タ
ー
ズ
参
加
者

１
０
０
％
は
、
や
は
り
強
い
結
束
の
た
ま
も
の
。
部
活

動
も
活
発
で
、
な
か
で
も
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
支
部

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
自
分
た
ち
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

小岩の善養寺境内にある「影
ようごう

向の松」は樹齢600
年以上。傘のように水平に大きく広がった枝ぶりが有
名で、その広さ
は東西31m、南
北28m。国の天
然記念物に指定
されています。

（
所
在
地
：
江
戸
川
区
西
小
岩
）

樹齢600年の巨大な松

社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成24年3月号 第 452 号　⑷

30
年
間
培
わ
れ
た
一
体
感
を

新
し
い
時
代
の
強
み
に

東日本大震災では全支部
員の賛同を得て募金。ほ
かにも募金箱を設置し、
昨年末に5万円を寄付する
など社会貢献意識が高い
支部です 伝統ある支部を支える事務員の皆さん

支部正面を飾る「ちょうちん」の
立体ディスプレー。よく見ると、
実物をタテに切ったものです

前列左から横尾支部長、鈴木副支部長
後列左から上原共済部長、諏訪財務部長




